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講義名 研究演習Ⅰ

上田　義朗担当教員
後期 火曜日 ５時限開講期・曜日・時限

ゼミ
全学部対象

概要説明
（１）経営学の以下の書籍を輪読・報告し、それについて毎回議論します・・・ W=チャン=キム 、 レネ=モボルニュ 『【新版】ブルー・オーシャン戦略―競争の
ない世界を創造する ―』２０１５年、ダイヤモンド社、２,１６０円。

（２）春休みや夏休みに海外研修をしたいと思います。

（３）スポーツ系の学生については、ゼミの日を別途に設定します。この時間は毎回の話題が完結するという教材を使用します。教材の内容を読んで質疑応答しま
す。その話題の中から卒業論文のテーマが見つかることを期待しています。

（４）外国研修に関心のある学生、スポーツ系の学生を歓迎します。それ以外の学生は応募しないで下さい。

（５）英語（会話・論文など）を使用した講義を実施・・・私はラオス国立大学大学院・ＭＢＡコースで「アセアン統合」という科目を英語で３年間講義しました
。

（６）ビジネス現場に触れる機会を作ります。私は映画「ベトナムの風に吹かれて」（主演：松坂慶子、監督：大森一樹）のエグゼクティブ・プロデューサーです
。そのほかにコンサルティング会社の経営や顧問です。こういった現場の一端を紹介します。

（７）海外活動に抵抗感のない学生は、就職活動で優位性を発揮できるでしょう。　留学生にとっては海外ビジネスの実践的な雰囲気の一端を体験できるでしょう
。

教員よりの要望

経営学修士

学位

・このゼミの達成目標は、グローバルなビジネス実践をイメージできることです。それが将来の仕事にも役立ちます。この目標に向けて私も一緒に頑張ってみたい
と思います。

・そのために最低限、単なる観光旅行ではなく、大学生の本来の「仕事」としての海外調査や研究活動を経験することが必要です。海外のボランティア活動もよい
でしょう。このことを理解・納得する学生を歓迎します。

　

講義コード 25030

備考

学部

上田義朗ゼミ：海外で「実学」を追求する

演習名

商学部・経済学部・人間社会学部

学科
各学部の全学科

教員英字氏名
Yoshiaki UEDA

研究室
２６０２

最終学歴
・神戸大学大学院経営学研究科博士後期課程　満期退学

主な研究活動・社会活動・研究業績
【研究活動】
・ベトナム・ラオス・カンボジア・ミャンマー・ネパールの企業経営環境の分析
・日本企業の経営戦略と企業統治（コーポレートガバナンス）の現状と課題

【社会活動】
・合同会社ＴＥＴ・代表社員・ＣＥＯ、日本ベトナム経済交流センター副理事長、箕面船場ライオンズクラブ会員、国際協力ＮＧＯ　ＩＶ－ＪＡＰＡＮ理事、大阪
商工会議所国際ビジネス委員会委員

【研究業績】
著書・論文・レポート記事多数

主な卒業論文のタイトル
・論文のテーマは自由です。

・先入観をもってテーマを考えないために記載しません。少しだけ言うと大相撲・競馬・マリメッコなどのテーマがありました。最近では「ＥＶ（電気自動車）の
現状と将来」という論文は優秀な内容でした。

・独創的な問題を自分で考えることが論文の始めの一歩になります。与えられる問題でなく、難しいかもしれないですが、自分で問題を考えることです。たとえば
「ホンダのバイクの売上高とサーキットの優勝に相関関係があるかどうか」という卒業論文を書いた学生がいました。その結果はともかく、自分で問題を考えるこ
とが大学生らしいです。

趣味・特技
・最近ゴルフを始めました。

・「お前、変わっている」と言われて嬉しい人間です。

所属
・流通科学大学商学部・経営学科・教授

所属学会
・日本経営学会　会員

・日本証券経済学会　会員

専門分野
・経営学・・・経営戦略に関心があります。

・企業論・・・企業支配・企業統治（コーポレートガバナンス）

選考方法
１．必ず個人また集団面接を受ける・・・海外活動に参加できるかどうか確認したいので。

２．英語を話したい人、英語を勉強したい人は歓迎です・・・私も勉強したいので。

３．ベトナム語を勉強したい人は歓迎です・・・私も勉強したいので。

４．仕事でグローバルに活躍したいと思っている人も歓迎です・・・仕事が一緒にできるかも？

担当科目
・教養基礎、経営学入門、企業論、アジアビジネス論

備考
今年度からゼミ活動の方針を改革しました。

評価方法
１．出席・・・体育実技の授業と同様に参加することに意義があります。

２．発言・・・大学生は自分の意見を言えなければ意味がない。その練習です。

３．海外活動・・・パスポートの出入国のスタンプは多い方がよい。

４．ビジネスセンス・・・マナーを含めて指導します。


